






























年度 期 NP 派遣期間 派遣先県




































































相談者数 件数 主な相談内容 手段
































































派遣前 ２０１５年４月 ①派遣前研修（於：日本語国際センター） 約１か月




帰国後 ３月 ⑤帰国報告会（於：国際交流基金アジアセンター） ２日間
ブログによる情報提供を通した“日本語パートナーズ”教務支援
－２７－
年度 期 NP 派遣期間 派遣先県






















































































































































回 更新年月日 タイトル カテゴリー アクセス数（回）
① ２０１６．０５．１６ ひらがなカード作成時の注意 文字の教え方 ８５
② ０５．１９ 立ち位置に気を配りましょう その他 ７７
③ ０５．２４ ひらがなの「とめ」「はね」「はらい」 文字の教え方 １０９
④ ０５．２７ 便利な小道具 教材教具 １５９
⑤ ０５．３１ 曜日を覚える①②（２回に分けて発信） 言葉の教え方 １３５
⑥ ０６．０３ 名前の覚え方 その他 １０５
⑦ ０６．０８ カタカナ学習「仲間探し」 文字の教え方 １０４
⑧ ０６．１３ 浴衣の着方紹介動画 文化紹介 ７１
⑨ ０６．２０ 板書に気を付けましょう 文字の教え方 ７３
⑩ ０６．２４ 教室の飾り付け紹介 文化紹介 １５４
⑪ ０６．２９ カタカナ学習「メニューを読む」 文字の教え方 ８８
⑫ ０７．０７ カタカナ学習「言葉探し」 文字の教え方 ５２
⑬ ０７．１４ 「日本の音楽」紹介ボード 文化紹介 １２４


























































①週に２回 ②週に１回 ③２週に１回 ④Other
Ｑ２．ブログの説明はわかりやすいですか。１つだけ選んでください。
①とてもわかりやすい ②わかりやすい ③ややわかりにくい ④わかりにくい
Ｑ３．ブログで提供している情報は役に立ちますか。１つだけ選んでください。





























ブログタイトル 回答者数 ブログタイトル 回答者数
立ち位置に気を配りましょう ３１（８１．６％） ひらがなカード作成時の注意 ３（７．９％）
ひらがなの「とめ」「はね」「はらい」 １９（５０％） 「日本の音楽」紹介ボード ３（７．９％）
板書に気を付けましょう １７（４４．７％） 曜日を覚える① ２（５．３％）
名前の覚え方 １５（３９．５％） カタカナ学習「仲間探し」 ２（５．３％）
便利な小道具 １２（３１．６％） カタカナ学習「メニューを読む」 ２（５．３％）
浴衣の着方紹介動画 ９（２３．７％） カタカナ学習「言葉探し」 ２（５．３％）
教室の飾り付け紹介 ４（１０．５％） 曜日を覚える② １（２．６％）
表１３ 紹介した情報の利用状況
「回答者数」の（ ）の数字は、回答者総数（３８名）に占める割合を表す。
テーマ 回答者数 テーマ 回答者数
会話練習の方法 ２４（６０％） 漢字の教え方 １５（３７．５％）
日本文化紹介 ２４（６０％） 文法の教え方 １１（２７．５％）
教材作成 １８（４５％） NPの実践例 １０（２５％）
語彙の教え方 １８（４５％） ひらがなの教え方 ８（２０％）
クラス運営 １６（４０％） カタカナの教え方 ４（１０％）



































て、よい TTを行うためには CPと NPの対話が不可欠であると知ったからである。それなら
ば、当ブログが両者の対話の媒介として機能しないだろうかと考えるようになったのである。
現在は NPにのみ更新の告知をしているが、今後は CPへの告知も考えたい。両者が同じタイ
ミングで記事を読み、同じように興味を持ってくれたら、そこから対話が始まるかもしれない。
本稿執筆時の２０１６年８月、ブログは運営中である。４期が帰国する２０１７年３月まで継続予定
だが、終了後、改めて本実践の総括と評価を報告したい。
〔注〕
（１）“日本語パートナーズ”派遣事業については、登里（２０１６）に詳しい。
（２）ここで言う TTは、複数の教師が同時に教室に入り授業を行う形態を指す。
（３）「日本語クラブ」とは、日本語や日本文化に関する活動を行う時間のことである。「クラブ」といって
も、いわゆるクラブ活動とは異なり、正規の授業の一部として行われる。
（４）２０１６年度には、調整員が日本人・タイ人３名ずつ（計６名）となったほか、日本から健康相談員１名が
派遣され、総勢１０名となった。
（５）東北部中等教育機関担当日本語専門家１名、北部中等教育機関担当日本語専門家１名。
（６）JFBKKの公式サイトでは、JFBKK開発教科書に準拠した教師用リソースを提供している。中等教育専
攻科目用教科書『あきこと友だち』については、『あきこと友だち Can-doハンドブック』電子版を、同
じく中等教育の選択科目用教科書『こはるといっしょに』シリーズであれば、授業で使用するパワーポ
イント教材などである。また、地方派遣元日本語専門家の２名らで開発したオンラインリソース「見る！
ブログによる情報提供を通した“日本語パートナーズ”教務支援
－３７－
日本語の教え方」もある。
（７）三浦他（２００６）は、ブラジル国内の日本語教師を主な対象としたメールマガジンの配信について報告し
ている。
（８）アメーバブログには、閲覧者を制限する機能はない。
〔参考文献〕
登里民子（２０１６）「「日本語パートナーズ」派遣事業の概況」『国際交流基金日本語教育紀要』第１２号、１１３‐１２０、
国際交流基金
三浦多佳史・吉川一甲真由美エジナ・遠藤クリスチーナ麻樹（２００６）「ブラジルにおけるメールマガジン
を利用した日本語教師ネットワーク構築の試み－現実に機能しうる日本語教師間ネットワークとはど
んなものか－」『国際交流基金日本語教育紀要』第２号、１０５‐１１８、国際交流基金
国際交流基金日本語教育紀要 第１３号（２０１７年）
－３８－
